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のようなタイプの複合名詞が 499 語抽出されたとし、さらに辞書に記載のない 2語を加え、






























































































寄せ書き　スル 選り好み（よりごのみ） スル 割り書き　スル
割り増し　スル
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3.2．コーパス等における情報
まず、「現代日本語書き言葉均衡コーパス」で、当該のV1+V2 型複合名詞の品詞情報と









































逢い引き（スル） 開け閉め スル 恨み死に（スル）･ 【ウェブデ ター】2
覚え書き（スル） 降り乗り（スル）･ 【ウェブデ ター】2 返し縫い スル
隠し立て スル 重ね切り（スル）･ 【ウェブデ ター】2 考え違い（スル）
着映え（スル）･ 【ウェブデ ター】1 崩し書き（スル）･ 【ウェブデ ター】2 立ち歩き スル
試し書き（スル） 戯れ書き（スル）･ 【ウェブデ ター】2 作り泣き（スル）･ 【ウェブデ ター】2
続け書き（スル）･ 【ウェブデ ター】2 飛ばし読み スル 流し撮り（スル）･ 【ウェブデ ター】1
抜き写し（スル）･ 【ウェブデ ター】2 盗み食い スル 盗み撮り／録り（スル）
走り競べ／比べ（スル）
･ ･ 【ウェブデ ター】2




ち、現代語として一般的に用いられると思われる 161 語（鈴木 2014･の 166 語に「着映え」
1語を加え、「行きずり（行きずり／ゆきずり）」を 1語として数えることにし、「掛け捨て」「掛






































上記 (2)･a. ～ g. の特徴は相互排除的なものではなく、例えば a. に挙げた「切れ切れ」「破
れかぶれ」などは、「切れ切れになる」「破れかぶれになる」という表現でも用いられるし、e. の
ように「切れ切れの／に～」「破れかぶれの～」の形でも用いられる。
これら a. ～ｇ . の特徴を持つものの中では、「スル」が直接付加するかどうかについて、もっ




























上げ下ろし スル 行き帰り スル 行き止まり 居眠り スル
飢え死に スル 浮き沈み スル 売り買い スル 起き伏し／臥し スル
送り迎え スル 押し引き 駆け落ち スル 重ね着 スル
着太り スル 飛び入り スル 取り引き スル 伸び盛り




























































認した 12。同コーパスの品詞情報で ｢サ変可能｣ とされているもの、および品詞情報では「サ
変可能」とはされていないが、コーパス上にて「スル」が付加した例が見られるもの（例が
1～ 2例のみのものも含む）は、サ変動詞化が可能ととらえることとした。その結果、これ
ら約 980 語の対応する動詞形のあるV1+V2 型複合名詞のうち、サ変動詞化が可能であると






預け入れ スル 言い争い スル 言い逃れ（スル）
居残り（スル） 受け付け スル 受け渡し スル
打ち合わせ スル 埋め合わせ スル 埋め立て（スル）
売り惜しみ スル 売り込み（スル） 追い越し（スル）
思い込み（スル） 買い入れ（スル） 買い占め（スル）
買い付け（スル） 買い取り（スル） 買い戻し スル
書き置き スル 書き込み（スル） 書き取り（スル）
掛け持ち（スル） 飾り付け スル 貸し出し（スル）
貸し付け スル 借り上げ（スル） 借り入れ スル
切り替え（スル） 切り捨て（スル） 組み替え（スル）
組み立て（スル） 繰り上げ（スル） 繰り越し ( スル ) 
凍え死に（スル） こじ付け（スル） 差し入れ スル
差し押さえ スル 差し替え（スル） 差し引き（スル）
絞り込み（スル） 仕分け スル 据え置き（スル）
据え付け スル 住み替え スル 住み込み（スル）
出し惜しみ（スル） 建て替え（スル） 立て替え スル
垂れ流し（スル） 使い捨て（スル） 使い回し　スル
使い分け（スル） つかみ取り（スル） 突き合わせ（スル）
積み立て（スル） 問い合わせ スル 届け出（スル）
飛び入り スル 飛び込み（スル） 取り扱い（スル）
取り決め（スル） 取り消し（スル） 取り締まり（スル）
取り調べ（スル） 取り立て（スル） 泣き寝入り（スル）
煮崩れ スル 縫い取り（スル） 盗み聞き スル
盗み見 スル 狙い打ち スル 覗き見 スル
乗り入れ（スル） 乗り換え（スル） 張り込み（スル）
引き合わせ（スル） 引き落とし（スル） 引き継ぎ（スル）
引き渡し（スル） 引っ越し スル 振り込み（スル）
振り分け（スル） 待ち合わせ スル 見送り（スル）
見積もり（スル） 見直し（スル） 申し入れ スル
申し込み（スル） 申し立て（スル） 持ち帰り（スル）
持ち込み（スル） 持ち運び（スル） 盛り付け（スル）
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対応する動詞形のあるV1+V2 型複合名詞が約 980 語観察された中で、サ変動詞化が可能
















































日本語・日本学研究第 8 号（2018） 49
<Research Note>
Which “Verb1+Verb2” Type of Compound Noun 
Can Form Suru-Verb? :
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 The purpose of this paper is to examine which “Verb1+Verb2” type of compound nouns 
can be used as suru-verbs from the viewpoint of whether or not they have corresponding compound 
verbs. There are two types of “Verb1+Verb2” compound nouns in the modern Japanese language. 
Type A  has a corresponding verb, such as “tachi-age” (“tachi-ageru”), “omoi-komi” (“omoi-komu”), 
“tori-maki” (“tori-maku”). Type B includes “tachi-yomi”, “iki-ki”, “kui-nige”, “yose-gaki”, which do 
not have corresponding verbs such as “*tachi-yomu”, “*iki-kuru”, “*kui-nigeru”, or “*yose-kaku”.
 In this paper, in addition to dictionaries, the BCCWJ (Balanced Corpus of Contemporary 
Written Japanese) was used to examine the possibility of forming suru-verbs. As a result, 98 out of 
around 980 type A compound nouns which have corresponding verbs can be used as suru-verbs, such 
as “tori-keshi suru/tori-kesu”, “tsukai-wake suru/tsukai-wakeru”. In contrast, 99 out of 161 type B 
compound nouns which have no such corresponding verbs are used as suru-verbs, such as “tachi-yomi 
suru”, “iki-ki suru”, “kui-nige suru”, and “yose-gaki suru”. The exceptions are for some that might 
form a complement noun with the particle “wo”, such as “kashi-hagashi wo suru”, “mitate-chigai wo 
suru”, some that have conventional expressions with “naru” or “aru”, such as “ii-nari ni naru”, “atari-
sawari ga aru”, and some that signify materials such as “sui-nomi”.
 These results show that the corresponding verbs are generally used to express a verbal 
conception for type A compound nouns, and suru -verbs are used for type B compound nouns 
to express a concept of action. The differences of grammatical usage and meaning between the 
corresponding verb and suru-verb in Type A, such as “tsukai-wakeru” and “tsukai-wake suru” still 
need	to	be	clarified	with	further	study.
